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論文内容の要旨
本論文は、フタロシアニンを中心とする有機結晶の電気的・光学的性質並びにフタロシアニン及び
クロロフィルを用いたレーザーの Q- スイッチへの応用、更にその Q ースイッチレーザーを用いて行
なった有機結晶、液晶、 CdS 等に於ける電気的・光学的性質に関する研究の成果をまとめたもので、
その本文は 6 章に分けて構成される。
第 1 章は、序論として、有機結晶に於ける電気伝導機構及び光学的性質の解明は、電気工学に於い
て、重要な意味を持つ事を述べ、従来迄の有機結品に関する研究結果を総括して、フタロシアニンを
中心とする有機結品の電気的・光学的性質を研究した本論文の目的と意義を明らかにしている。
第 2 章では、フタロシアニン単結晶の暗電流、活性化エネルギ一、熱刺激電流によるトラップの測
定、光電導スペクトル、蛍光スペクトル、レーザ一光電導等に関する実験を行ない、その結果を電子
構造との関連に於いて追求した。即ち、まず暗電流の測定から各種フタロシアニンの電導度、活性化
エネルギーを求め、それらの聞に compensation ru le が成り立つ事を見い出し、また m冊等を評価
した。次いで熱刺激電流の測定から、 トラップに関して調べ、 o.37i:O .03eV 程度のトラップが各種
試料に共通にあることを見い出した。光電導の測定を行ない、そのスペクトルから近赤外部に於いて
CuPc ， CoPc では応答があり、 H2 Pc ， ZnPc，等ではないことを見い出し、それを常磁性中心金属によ
り導入されたスピン軌道相互作用に基づく S-T吸収で説明を行なっている。又、フタロシアニン単
結晶の蛍光の測定をはじめて行ない、 H2Pc ， ZnPcで見い出し、これを上と同じく、中心金属による
効果で説明を行なっている。又、レーザ一光電導の実験を行ない、キャリヤ一生成機構に於て triplet
exciton が関与していることを指摘している。更に ZnPc ではこのレーザ一法により、移動度の測定
に成功し、 O.1~O.2crri/V sec ，という値を得た。
第 3 章では、上記各種フタロシアニン及びクロロフィル等の生体色素でルビーレーザーの Q ースイ
月
t
? ?nr
“ 
ッチを試み、有効な Q ースイッチ素子を見い出したことを述べている。特にクロロフィル d が極めて、
すぐれていることを指摘している。又これらの試料を固体高分子の中に拡散して用いる方法も行なっ
ている。
第 4 章では、上の様にして動作させた Q ースイッチレーザーをネマチック液晶に照射して、その移
動度の測定を行ない、その温度依存性を粘性との関連に於いて、 Walden の法測により説明している。
更にパルス電圧印加による光散乱、電流応答等に関しでも興味ある結果を見い出した事を述べている。
第 5 章では、同じく前記 Q- スイッチレーザーにより、 CdS ， AIN 等で光電導、発光等を調べそれ
らを 2.3 光子吸収、再結合機構等から論じている。また蛍光スペクトル及びその強度依存性に関し
でも追求している。
第 6 章では、第 2 章から第 5 章までの研究の結果を総括して、本論文の結論を述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は、 π 電子系をもっフタロシアニン結晶、クロロフィルの電気的、光学的性質およびそのレ
ーザの Q スイッチへの応用を主として述べたものであり、 Q スイッチレーザーを用いたネマチック液
晶中のキャリヤ輸送の研究や化合物半導体中の多光子過程による光電導の研究にもふれている。
色々な金属、無金属フタロシアニン結晶の暗電流、レーザ・パルス光電流、蛍光、熱刺激電流の測
定からフタロシアニン中のキャリア生成機構、移動機構、再結合機構について多くの新しい重要な定
量的知見を得ている。たとえば、 (1)中心金属が Cuや Coのような常磁性イオンであると π電子系での
S inglet-Triplet (S-T) 相互作用が大きくなって、それによる光電導がみられるが、逆に蛍光は減少
することをはじめて見い出している。 (2)暗電流から求めた禁止帯域巾と光電導から求めたものを詳し
く比較検討し、熱刺激電流からトラップの深さを決定している。 (3)ルビー及びガラスレーザを用いて
キャリア(電子)の移動度が0.1 ~O .2cni/v. sec であることを求めている。 (4) クロロフィル d がルビ
ーレーザーに対し、極めて優秀な Qスイッチ用の可飽和色素になることを発見し、その成果は外国で
も注目されている。 (5) ネマチック液晶のレーザ一光誘起電流からキャリヤ移動度を実測し、粘度との
聞に Walden の法則が成り立つことを明らかにしている。
以上、述べたように本論文は有機物質中の電子的過程を新しい物理的手法で、究明するとともに、量
子エレクトロニクスへの応用に有用な資料を提供するものであり、電気・電子物性工学上貢献する所
が大きく、博士論文として価値あるものと認める。
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